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子どもの居場所「おおぞら」について 

 子どもの居場所「おおぞら」がオープンして、２

年目になります。少しずつ、施設の認知も広まって

きており、学校に行きづらくなっている子どもさ

んたちとのつながりが、増えてきています。 

 「おおぞら」では、利用中の時間や活動に特に制

約はありません。お子さんの興味やペースにあわ

せて活動を提供し、お子さんのやる気を育ててい

くよう支援しています。 

「おおぞら」では、お子さんの不登校やひきこも

りの相談をはじめ、登校渋りや様々な登校の仕方

への対応・支援も可能です。 

右の図のような流れで、施設の利用が可能にな

ります。まずは「おおぞら」にご相談ください。（T）     

☎９８９－５０１４ 

 

教育支援教室 「はばたき」  

  

伊予市子育て応援宣言 ～育てよう未来の伊予 世界をかけるこどもたち～ 
子育て相談は こども家庭センター TEL(089)989-6226) 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊予市こども家庭センター 
伊予市総合保健福祉センター2階 
伊予市尾崎３－１ 
989-6226 

携帯080-2974-4580 

めぐりっこつうしん 
 

《おおぞら通信》 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     夏の夜空 
子どもたちには嬉しい夏休みが始まりました。夏と言えば半世紀以上も昔の子ども時代の楽しみを思い出し

ます。当時は人類初の月面着陸のニュースで沸くなど宇宙について今よりもずっと世間の関心が高かったもの

です。人工衛星も当時は珍しく、「今晩見えるよ」との情報を得ると、夕涼みがてら庭にゴザを敷き家族や近所

の友達と一緒に夜空を見つめたものです。 

山の端からほんの小さな星？が覗いたかと思うとゆっくりと上空へ上っていき、 

天空を渡って反対側の山の端に沈んでいきました。音も点滅も全くなく静かに動 

く一点をずーっと追い続けた記憶が今でも鮮明に残っています。天の川や夏の大 

三角、星座の話などロマンチックなイメージを持っていた夜空ですが、人工衛星も 

何ら違和感なく溶け込んでいるなと子ども心にも感心したものです。流れ星もよく 

探しました。１個見つけたらおしまいとか誰が一番先に見つけるかなど。大きな火球 

が無音で炸裂して飛び散る様を見たときには心臓がバクバクしたものです。 

夜空には楽しみがいくらでもありました。四方を山に囲まれた田舎で育ったので見える空自体も大変狭かっ

たですが、それに気付いたのは進学で故郷を離れてからでした。空がこんなに広いとは！星座や流れ星も見つ

けやすい。空を見ると心まで大きく広くなった気がしました。しかし、なんだか星がくっきりとは見えません。 

街の明かりが邪魔をしていたのです。どちらの空もそれぞれに持ち味があって好きですが、どこにいても、いつ

の時代でも変わらず私たちを温かく見守ってくれているものと思っています。                 （ｋ） 

「癒しの場所」 

おおぞらから初めて行ったミニ遠足は、双海の公

園だ。伊予灘はいつものように静かで穏やか。3 人

で砂浜や堤防を歩き、下灘駅のホームのベンチに

座り景色を眺めた。この日から試行錯誤の一年。 

ミニ遠足の行先は、砥部七折の梅畑や松山・

広田・内子の公園など増えていった。双海三島神

社からの絶景、重信川源流の清流も忘れない。

自然に触れながら何度か同じ時間を過ごす内に、

どの子も段々と話をしてくれ、優しい笑顔も見せてく

れるようになった。先月行った空港南公園では、目

の前の滑走路から 5機の飛行機が飛び立つ瞬間

の興奮を味わい、4 人で何度も手を振って見送る

のが本当に楽しかった。 

 今は子どもたちが安心できる場所を見つけ、フル 

充電ができるまで力をためてほしい。力が一杯にな

った時に、未知 

の世界へ向かっ 

て飛び立っていく 

と信じている。 

おおぞらでの 

出会いを大切に 

していきたい。  （K）  

ほっぺ 

子どものほっぺは、ぷにゅぷにゅしてい

て、触りたくなってしまいますね💛 

やさしく触ってあげているとお口の筋

肉が刺激されて、お口が大きくあき、可愛

いお顔になります。「いいね！」など話しか

けながら触ると、褒められてると感じてく

れます。子どもも大人もハッピー笑顔にな

ります💛  

子どもが大きくなっても、ぷにゅぷにゅ

スキンシップは有効ですよ💛（Ｙ.Ｍ） 

  

 

 


